
  

社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〃
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〄
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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久
し
ぶ
り
に
池
ち
ゃ
ん
の
登
場
で
す
。 

今
回
は
十
一
月
一
日
に
催
し
た
講
演
会
「『
日

清
食
品
５
０
年
史
』
が
で
き
る
ま
で 
そ
し
て
、

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
」
の
様
子

を
報
告
し
ま
す
。 

講
演
の
前
か
ら
、
カ
ン
ヌ
国
際
広
告
祭
に
て

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
「hungry?

」
の
Ｃ
Ｍ

作
品
集
が
流
れ
、
満
員
の
会
場
の
皆
様
は
興
味

津
々
。
司
会
に
紹
介
さ
れ
た
講
師
の
筒
井
之
隆

さ
ん
が
立
ち
上
が
っ
た
途
端
、
自
然
と
拍
手
が

わ
き
あ
が
る
ほ
ど
で
し
た
。 

 

講
演
が
始
ま
り
、
素
年
表
を
基
に
し
た
編
纂

過
程
や
、
社
史
を
見
て
い
く
う
ち
に
自
然
と
日

清
食
品
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
た
こ
と
、
ま
た
、
麺
の
質
感
が
出
る
よ

う  

う
な
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
模
し
た
（
美
味
し
そ
う

な
）
装
丁
が
生
ま
れ
た
経
緯
な
ど
、
社
史
編
纂
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
と
し
て
携
わ
っ
た
経
験
を
も
と

に
、
盛
り
だ
く
さ
ん
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

『
日
清
食
品
５
０
年
史
』
は
３
分
冊
に
な
っ
て
い

ま
す
。
池
ち
ゃ
ん
が
と
く
に
び
っ
く
り
し
た
の
は

３
分
冊
目
の
『
映
像
で
つ
づ
る
日
清
食
品
の
５
０

年
』
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ケ
ー
ス
が
飛
び
出
す
絵
本
風
に

な
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
裏
側
ま

で
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
部
分
に
も
、
細
か
い
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
ぜ
ひ
隅
々
ま
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
賞
」
を
受
賞
し
た

唯
一
の
社
史
に
な
っ
た
の
も
納
得
で
す
。 

 

講
演
の
後
半
は
筒
井
さ
ん
が
館
長
を
さ
れ
て

い
る
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
史
と
同
じ
く
、
来

館
者
が
楽
し
み
な
が
ら
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
の
誕
生
や
、
創
業
者
の
安
藤
百
福
さ
ん
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
子
ど
も
と
大
人
の
目
の
高
さ
に
合
わ

せ
て
表
示
を
替
え
て
い
る
展
示
の
工
夫
や
、
訪
れ

た
著
名
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
池
ち
ゃ
ん
も
「
行
っ
て
み
た
い
！
い
ろ

い
ろ
見
た
い
！
体
験
し
た
い
！
」
で
す
。 

「Creative Thinking

」（
創
造
的
思
考
）
は
安

藤
百
福
さ
ん
の
信
念
で
す
。
そ
の
考
え
方
の
と
お

り
、
楽
し
い
ア
イ
デ
ア
を
育
て
て
実
現
し
た
筒
井

さ
ん
か
ら
、
熱
い
気
持
ち
を
注
い
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
の
頭
の
中
の
具
も
増
や
せ
る
よ
う
に
頑

張
ろ
う
と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。 

（
科
学
情
報
課
・
小
池
） 
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伝
説
の
『
日
清
食
品
５
０
年
史
』の
編
纂
は
… 



 

 

書名 会社名 資料番号 刊行年月 

90 年のあゆみ 瑞穂医科工業 81455883 2010/03 

手術台や手術用のクリップなどの医療機器を製造しているメーカーの社史です。戦後のモノ不足の時

代に新潟の工場では、おがくずストーブで暖をとり、圧力釜を製造してしのいだそうです。 

辿り来て、いまだ山麓 ニッポン高度紙工業 81534729 2012/02 

土佐和紙に源流をもつ高知市のニッポン高度紙工業の創立 70 年史です。その技術を電解コンデンサ

紙や薬剤煎出袋に活かして発展し、おむつ漏れの報知システムなどの開発もしました。 

想い出の五十年 名寄信用金庫 81535783 2002/03 

北海道の信用金庫の悲喜こもごものエピソードが載っています。経営的な事柄だけではなく、見出し

から抜き出すと「仮装で金庫をアピール」「懐かしき薄給時代」「カーリング部の活躍」など。 

小大丸 弐百年のあゆみ 小大丸 81540940 1964/11 

大阪・心斎橋の老舗呉服屋の社史です。江戸時代に創業してから歴史を綴り、大阪の服飾史ともいえ

そうな内容。巻末には、戦前から戦後に活躍した女形役者の花柳章太郎も寄稿しています。 

●お問い合わせ先 神奈川県立川崎図書館 科学情報課 

210-0011 川崎市川崎区富士見２－１－４ 

電話：044-233-4537 ＦＡＸ：044-210-1146 

https://www.klnet.pref.kanagawa.jp/kawasaki/index.html 

 

☆第 18 回 優秀会社史賞が発表されました☆ 

日本経営史研究所が隔年に選考している「優秀会社史賞」が 11 月 5 日に発表されました。 

受賞したのは、以下の４点です。 

 

『アサヒビールの１２０年 その感動を、わかちあう。』 

『京阪百年のあゆみ』 

『三井不動産七十年史』 

『山一證券１００年史 上・下』（※日本経営史研究所が刊行） 

 

詳しくは、日本経営史研究所のホームページをご覧ください。 

http://www.jbhi.or.jp/prize.html 

もちろん、いずれの社史も当館で所蔵しています。 

 

記念日大国＆社史大国の日本ですが、「社史の日」ってないのでしょうか？ 

社史だから「しゃし」→語呂で「４・８・４」、それでは月日にならないので「しゃ」の「４・８」

を足して「１２」。で「１２月４日」とかいかがでしょう。ちょうど社史刊行が多い１２月だし…。

なんて、思いつきですが。 

●新着社史の一部を紹介 

北から南、刊行の新しいものから古いものまで、多くの社史を企業・団体・個人の方々から寄贈

していただいています。これからも、ご寄贈をよろしくお願いします。 

ぜひ、 

 


